
 

 

 
 

 

 
吹
田
民
主
商
工
会 

第
62
回
定
期
総
会
開
催 

物
価
高
騰
対
策
と
消
費
税
減
税
を
訴
え
、
中
小
業
者
の
団
結
強
化
を 

吹
田
民
主
商
工
会
は
、
物
価

高
騰
が
国
民
生
活
と
業
者
経
営

を
圧
迫
す
る
中
、
第
62
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
冒
頭
に
塚
本
哲
会
長
が
燃

料
高
騰
や
物
価
上
昇
に
加
え
、

消
費
税
10
％
が
人
々
の
暮
ら
し

を
苦
し
め
て
い
る
現
状
に
「
減

税
こ
そ
が
景
気
回
復
の
第
一
歩
。

消
費
税
を
5
％
に
下
げ
、
イ
ン

ボ
イ
ス
廃
止
を
勝
ち
取
り
た

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
7
割
の
業
者
が
価
格
転
嫁
で
き
ず

4
割
が
借
金
で
納
税
し
1
割
近
く
が
廃
業
を
検
討
し
て
い
る
と
報

告
。
悪
政
に
立
ち
向
か
い
団
結
し
て
運
動
し
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

来
賓
挨
拶
で
は
、
大
商
連
の
増
田
氏
が
民
商
の
歴
史
に
触
れ
、
「
中

小
業
者
は
闘
わ
な
け
れ
ば
何
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
述
べ
、

常
に
先
頭
に
立
っ
て
社
会
を
変
え
て
き
た
民
商
の
意
義
を
強
調
し
ま

し
た
。
無
担
保
無
保
証
人
制
度
の
実
現
な
ど
、
過
去
の
成
果
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
現
在
の
イ
ン
ボ
イ
ス
問
題
へ
の
取
り
組
み
も
、
そ
の

歴
史
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。
吹
田
市
職
員
労
働
組
合

の
寺
坂
氏
は
安
保
法
制
成
立
か
ら
10
年
が
経
ち
、
軍
事
費
が
増
大

し
て
い
る
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
地
方
自
治
法
改
正

に
よ
る
国
へ
の
権
限
集
中
、
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
へ
の
懸
念
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
問
題
に
も

言
及
し
、
地
域
住
民
と
業
者
、
そ
し
て
労
働
組
合
が
一
体
と
な
っ
て

運
動
を
進
め
る
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
大
阪
府
議
会

議
員
の
石
川
た
え
氏
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
多
額
の
税
金
投
入

が
、
中
小
企
業
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
と
い
う
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
の
調
査
結
果
を
引
用
し
、
政
府
の
政
策
が
国
民
の
暮
ら

し
よ
り
も
万
博
優
先
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
ま
し
た
。 

総
会
方
針
案
の
報
告
で
は
、
収
受
印
捺
印
廃
止
を
巡
る
税
務
署
と

の
交
渉
、
自
主
申
告
運
動
の
推
進
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
へ

の
抗
議
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
国
保
で
は
住
民
や
会
員
が
強
権
的
な
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
な

ど
徴
収
の
実
態
が
明
る
み
に
し
、
改
め
て
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
活
動
で
は
、
会
員
と
読
者
の
拡
大
運
動
の
進
捗
が
報
告
さ
れ
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
部
に

よ
るInstagram

を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
、
新
た
な
取
り
組
み
も

紹
介
さ
れ
、
会
員
間
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
活
動
の
重
要
性
が
再
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

3
名
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。
吹
南
支

部
の
町
頭
さ
ん
は
日
頃
の
配
達
集
金
を
通
じ
て
会
員
と
の
絆
が
深
ま

り
、
緊
急
時
に
助
け
合
う
関
係
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
語
り
ま
し

た
。
地
域
に
根
差
し
た
地
道
な
活
動
が
会
員
間
の
信
頼
を
築
い
て
い

る
証
で
す
。
中
央
支
部
の
村
上
さ
ん
は
税
務
署
へ
の
申
告
書
提
出
時

の
や
り
取
り
を
報
告
し
、
収
受
印
押
捺
廃
止
と
い
う
不
当
な
行
政
対

応
に
対
し
毅
然
と
声
を
上
げ
る
民
商
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
青
年

部
長
の
川
西
さ
ん
は
参
加
し
た
大
婦
協
の
商
売
交
流
マ
ル
シ
ェ
を
報

告
。
多
く
の
来
場
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
新
た
な
つ
な
が
り
や
民

商
の
温
か
さ
を
実
感
し
た
と
述
べ
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
は
、
物
価
高
騰
や
消
費
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
、

中
小
業
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
済
状
況
に
対
し
、
民
商
と
し
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
団
結
し
、
粘
り
強
く
運
動
を
続
け
る
決
意
を
新
た
に

す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
い
た
だ
い
た
御
来
賓 

大
阪
商
工
団
体
連
合
会 

増
田 

孝
博 

吹
田
市
職
員
労
働
組
合
総
連
合 

委
員
長 

寺
坂 

美
香 

大
阪
府
議
会
議
員 

石
川 

た
え 

吹
田
市
議
会
議
員 

玉
井 

き
み
子 

新
日
本
婦
人
の
会 

吉
倉 

ま
つ
み 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所 

米
田 

直
人 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
団
体 

吹
田
生
活
と
健
康
を
守
る
会
・
新
日
本
婦
人
の
会
吹
田
支
部 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
・
消
費
税
を
な
く
す
千
一
片
山
山
手
の
会 

箕
面
民
主
商
工
会
・
摂
津
民
主
商
工
会
・
茨
木
民
主
商
工
会 

池
田
民
主
商
工
会
・
箕
面
民
主
商
工
会 

 

木
の
上
の
軍
隊 

上
映
館
の
ご
案
内 

先
週
号
の
商
工
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
「
木
の
上
の
軍
隊
」
は
7

月
25
日
か
ら
全
国
公
開
さ
れ
ま
す
。
最
寄
り
の
上
映
館
は
次
の
と

お
り
で
す
。
上
映
時
間
な
ど
は
各
映
画
館
の
サ
イ
ト
な
ど
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

１
０
９
シ
ネ
マ
ズ
大
阪
エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ 
・ 

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
茨
木 

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ネ
マ 

・ 

テ
ア
ト
ル
梅
田 

 

伝
言
板 

記
帳
会 

7
月
6
日
（
日
）
10
時
00
分 

民
商
会
館 

持
ち
物 

記
帳
に
必
要
な
用
紙
（
ノ
ー
ト
等
）
も
し
く
は
パ
ソ
コ
ン 

伝
票
や
領
収
書
、
請
求
書
、
事
業
用
の
預
金
通
帳
な
ど
原
始
資
料 

 

収
支
内
訳
書
提
出
依
頼
返
還
行
動 

7
月
24
日
（
木
）
19
時
00
分 

吹
田
民
商
1
階
ホ
ー
ル 

7
月
25
日
（
金
）
14
時
00
分 

勤
労
者
会
館 

大
阪
国
税
局
よ
り
届
い
た
提
出
依
頼
の
文
書
を
返
還
し
ま
す
。 

 

参
議
院
選
挙
期
日
前
投
票 

7
月
20
日
（
日
）
投
開
票
で
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
予
定

が
あ
る
方
は
早
め
の
期
日
前
投
票
で
大
切
な
一
票
を
。 

吹
田
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー 

泉
町
1
丁
目
3
番
40
号 

7
月
4
日
～
19
日 

8
時
30
分
～
20
時 

千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
（
津
雲
台
1
丁
目
2
番
1
号 

7
月
4
日
～
19
日 

8
時
30
分
～
20
時 

ら
ら
ぽ
ー
と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
3
階
（
千
里
万
博
公
園
2
番
1
号
） 

7
月
17
日
～
19
日 

10
時
～
20
時 



 

  

 

 

   


